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http://www.f-rotary.com/
【事務所】福島市栄町5-1 ホテル辰巳屋 7F  【例会日】木曜日12：30
【TEL】024-524-1010　【FAX】024-524-1011　【mail】f-rotary@guitar.ocn.ne.jp　info@f-rotary.com

■ 例会日／2015年4月2日（木）　■ 開会点鐘／12：30
■ 会場／ホテル［辰巳屋］8F号第
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広報マルチメディア雑誌小委員会　佐藤 武彦 委員長

・「雑誌月間にちなんで」スピーチ
・「フィリピン マリキナRC創立50周年記念式典」報告

＊「友」4月号の紹介
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帰
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。
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　福島クラブの
我々は、紹介の一
番最初に案内さ
れ紺野直前会長
は、出席者を前に
お祝い言葉を述
べられました。事
前に通訳と内容
を打ち合わせた事もあり、満場の拍手を浴びました。そ
の後、当クラブから持参した＄2000を贈呈し調印式と
なりました。
　その後、マリキナRC会員が歌
の披露や奥様と一緒に社交ダン
スを披露したりと、華やかなパー
ティーは続き、終了したのは午
後10時にならんとしておりまし
た。我々は、翌19日のマリキナ
市内で行われるフェローシップ
ナイトへの招待を受け、この会場を後にし宿泊先のホテ
ルへと戻ったのであります。

　パーティー終了後
ホテルに戻った我々
は、ホテル近くの韓
国焼き肉レストラン
で反省会を閉店まで
行ったことは言うま
でもありません。

　翌19日は、前日のアルコールが残ったせいか目が覚
めたのは、午後でありました。マリキナから午後4時に
迎えに来ると言うので、それまでホテルの目の前にある
ロビンソンデパートで土産物を物色。家族と社員用にド
ライマンゴーどっさり買い込みました。そうこうしてい
る内に程なくお迎えの時間となり、迎えに来たのがなん
とマリキナ市の現職私服警官の2人。相変わらずの超渋

本 日 の プ ロ グ ラ ム

マリキナRC創立50周年
記念式典に参加して
広報・マルチメディア小委員会  佐藤 武彦 会員

　去る3月18日
に開催されたマリ
キナＲＣ創立50
周年式典に参加し
て参りましたので
ご報告致します。
　3月17日（火）
午後6時発のJL

便で成田を出発。マニラには、現地時間10時10分に到
着。入国審査の後、マニラ市内のホテルに向かった。事前
に予約していた紺野直前会長の送迎車にちゃっかり分乗
し空港から移動。
　紺野直前の宿泊するパンパシフィックホテルを目指
す。わたくしの場合は、急遽の渡比であった為、パンパシ
フィックホテルに程近いパームプラザホテルに宿を取り
ました。午後12時に待ち合わせて、2人で遅い安着祝い
をしたのは言うまでもありません。
　翌18日は創立記念式典が夕方からとゆう事もあり、
せっかくフィリピンに来たのだからと、早起きして車を
チャーターし一人マニラ郊外のタガイタイに出かけまし
た。タガイタイはマニラの南西60キロに位置し、標高も
700m程あると言う事でマニラと比べてかなり涼しい所
で、眼下にタール湖を望み世界一小さいと言われている
タール火山が見られます。

　午後マニラ市内
に戻り紺野直前と
合流。早めにマニ
ラホテルへ向かい
ました。マニラホ
テルは1912年の
開業以来、世界各
国のV.I.Pをゲス

トとして迎えてきた格式高いホテルです。「世界のベスト
ホテル」をはじめとする数々の賞を受賞しているだけあっ
て、ロビーはじめホテル各所にゴージャスでクラシカル
な雰囲気が漂っておりました。
　開催は午後6時との事ですが、何となくメンバーが集
まって来ていつの間にかドリンクが運ばれ、あちこち
のテーブルで会話がなされ会食が始まったと言う感じ。
我々日本人の主催する式典のイメージとは、いささか
違った雰囲気で創立記念パーティがスタートしました。
　会食が一段落し、場内が
暗転するといよいよ式典が
スタートし、会長挨拶、ガバ
ナー挨拶祝辞等が述べられ、
各地からお祝いに駆けつけ
た友好クラブ等の紹介がな
されました。

タガイタイにあるタール火山を眼下に

マニラホテル玄関にて

会場内も豪華

3800地区ガバナーと

紺野直前会長スピーチ

調印式

マリキナRC現会長に福島RCから＄2,000を贈呈
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滞の中、割り込み車線変更を繰り返しながら一路マリキ
ナ市へと向かったのであります。走る事1時間半程して
会場となったマリキナ市内「コーヒーレストラン テキサ
ス」に到着。

　会場には、マリ
キナ市の市長さん
や副市長のファビ
氏、マリキナRC
のメンバーが出迎
えてくれました。
韓国のロータリア
ンや、マレーシア

のコタキナバル市から、ルヤング(Luyang)ロータリーク
ラブのフランシス チャン会長他数名、バンコク南ロータ
リークラブのジェフリー カーター氏他2名等が招待され
ており、前日のパーティーとは打って変わって終始和や
かに楽しく交流を深める事ができました。
　また、前日には受付やらパーティーのスタッフやら
と、ろくに挨拶もできなかったおなじみのマリキナRC

ロータリーの豆知識 第 回35

会場のレストラン

ロータリーの友
　ロータリーには公式雑誌ロータリー・ワールド・マガジン・
プレスがあり、約50万部が発行されています。ザ・ロータリ
アンの他に、国際ロータリーの理事会で承認した地域雑誌、
『ロータリーの友』など世界で、31誌78万部が発行されてい
ます。この『ロータリーの友』の発行の経緯ですが、1953年
7月から日本が東西2つの地区に分割されることになったた
め、地区が分かれてもお互いに情報を交換していこうとの気
運が高まり、共通の機関誌の発行が決定されました。準備会
を経て、名称を『ロータリーの友』として、1953年1月に第
1号が発行され、本年2015年1月号は62周年となります。

『ロータリーの友』の歩み
　昭和27年（1952年）当時、発行にあたって決められたこ
とは、毎月発行すること、価格を50円とするが、広告を取っ
て100円分の内容のある雑誌とすること、名前を『ロータリー
の友』とすることなどが決定しました。また、新しい雑誌を縦
書きにするか横書きにするかで意見が分かれ、全会員による
一般投票の結果、二対一の割合で、横書きが採用されることに
なりました。戦後10年もたっていなかった時代背景を考える
と、この結果は、当時のロータリアンが、いかに先進的な考え
をもっていたかを知ることのできるエピソードです。
　広告を取ることが決定したものの、当初は発行部数が
3,300部にすぎなかったこと、また、戦後の混乱が少し落ち
着いたというものの、まだまだ経済的には厳しかったことも
あり、広告のスポンサーを見つけることは容易なことではあ
りませんでしたが、創刊に携わったロータリアン自らが走り
回り、苦労して広告を取ったという逸話が残っています。
　最初、横書きでスタートした『ロータリーの友』ですが、そ
の後、俳壇、歌壇など、横組みでは具合の悪い欄が始まり、こ
れらを縦書きで入れることになりました。ページを開いてい
くと、横書きの中に、突然縦書きのページが出てきて読みに
くいということで、1972（昭和47）年1月号から、左から開
けると横書き、右から開くと縦書きの現在のような雑誌の形
になりました。このときの表紙は、陣羽織で、横書きは前から
見たところ、縦書きは後ろから見たところ、というように、両
面表紙の特徴を生かした面白いものになっています。

国際ロータリー公式地域雑誌に
　その後、1年間の試験期間を経て、国際ロータリー公式地域

雑誌になりました。公式地域雑誌の要件はいろいろと定めら
れており、また、時代とともに多少変化をしています。要件の
1つには、「毎年、年度の始まる7月号には、「国際ロータリー
（RI）会長の写真を掲載する」との決まりがあります。

カラフルに、ビジュアルに
　はじめ、表紙以外はモノクロのみでしたが、1986（昭和
61）年から、「ロータリー・アット・ワーク」（横組み写真のペー
ジ）のトップの取材ページをカラーに、縦書き、横書きの巻頭
各8ページを二色刷りにしました。写真のページをカラーに
し、2色刷りのページを入れると、当然印刷費は高くなります
が、この費用を捻出するために、用紙の厚さや種類を変更し
て用紙代を節約するなどの工夫をしています。時代の変化に
合わせ、カラーページも増えています。
2003年の創刊50周年に当たり、これまでの良い伝統は継続
しながら、新しい50年のスタートにふさわしい新鮮な『ロー
タリーの友』を目指して誌面を一新しました。サイズをB5判
からA4変型判に変更し、カラー写真のページを巻頭にもっ
てくるなどして、親しみやすい『ロータリーの友』を目指して、
進化を続けています。
　しかしながら、『ロータリーの友』の財政状況は厳しく、会
員減少が財政を直撃しています。1997-98年度、月平均17
万部発行していましたが、2011-12年度は9万7千部と発
行部数が大きく減少しています。これに対しては、徹底的な
合理化で対応しており、コンピューター編集への切り替えな
ど出版費、人件費等の削減をする一方で、全てのページをカ
ラー印刷化し、消費税込1部210円を維持すべく様々な対応
をしています。

「RI指定記事」とは
　『ロータリーの友』は、ロータリー地域雑誌に指定されてい
ます。そのために従わなければいけない規則が幾つかありま
すが、その一つが『TheRotarian』から、指定された記事を転
載するというもので、それが「RI指定記事」です。RI会長や
財団管理委員長のメッセージ、毎年8月号に掲載する「ロー
タリーの基本知識」、11月号、2月号、5月号に掲載している
「GLOBALOUTLOOK」がその代表的な記事です。外国の記事
はあまり興味がないと言われる方も多いようですが、全世界
のロータリアンが情報を共有した方がよいと思われる記事が
指定されていますので、ぜひご一読ください。

結びに
　ロータリアンは、『TheRotarian』か、指定されたロータリー
地域雑誌（日本の場合は、『ロータリーの友』）を購読すること
が義務付けられています。 （文責/丹治正博）

のメンバーともお話しできこれまでに無い有意義な交流
の場でありました。
　楽しい時間はあっと
言う間に来るもので、お
別れの時間となり、再び
混雑する道を同じおまわ
りさんに送って頂きまし
た。今回のマリキナRC
訪問は、創立記念パー
ティーへの出席と言う
形の2日間の滞在となり
ましたが過去2回の訪問
（私個人）と違って、より
深い交流の機械を頂けた
と感じました。ありがと
うございました。

※佐藤武彦会員には「雑誌月間にちなんで」「『友』4月号
の紹介」をかねてスピーチいただきました。

ファビと

紺野直前会長、パスト会長、ノミニー
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○
岩
田 

尚
志 

会
員

　

三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

○
河
田　

亨 

会
員

　

誕
生
祝
い
・
激
励
の
言
葉
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
し
か
し
、
80
歳
を
過
ぎ
れ
ば
年
を
と
る

の
は
も
う〝
沢
山
〞と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
加
藤 

義
朋 

会
員

　

会
津
若
松
市
内
五
ク
ラ
ブ
合
同
例
会
、
会
津
若

松
中
央
Ｒ
Ｃ
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
と
二
回
連
続
し

て
、当
ク
ラ
ブ
を
欠
席
し
ま
し
た
。

○
森
川 

英
治 

会
員

　

本
日
誕
生
月
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
当
行
で
も
昨
日
四
十
二
名
の
新
人
が
入
社
し

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
皆
様
の
と
こ
ろ
に

も
顔
を
出
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
節
は
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
江
刺
家
宏
樹 

会
員

　

新
年
度
に
な
り
新
入
社
員
も
入
り
、
当
時
の
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
と

い
う
言
葉
が
好
き
で
改
め
て
日
々
の
こ
と
を
考
え

直
し
て
み
ま
し
た
。
佐
藤
会
員
の
ス
ピ
ー
チ
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

○
今
井　

康 

会
員

　

四
月
十
一
日
㈯
の
職
場
訪
問
例
会
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
春
の
競
馬
開
催
は
四
月
十
一

日
〜
四
月
二
十
六
日
の
三
週
六
日
間
で
す
。
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
佐
藤 

武
彦 

会
員

　

本
日
ス
ピ
ー
チ
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。マ
リ
キ

ナ
Ｒ
Ｃ
創
立
五
十
周
年
に
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し

た
の
で
報
告
致
し
ま
す
。

○
他
に
／
渡
邊
又
夫
／
白
岩
康
夫
／
浦
部 

博
／

菅
野 

晋
／
田
苗 

博
／
渡
部
世
一
／
小
林
仁
一
／

丹
治
正
博
／
坪
井
大
雄
／
門
脇 

渉
／
高
橋 

聡
／

志
村
光
昭
／
有
田
吉
弘
／
安
藤
健
次
郎
／
茂
田

士
郎
／
牧
野
吉
晃
／
相
良
元
章
／
児
玉
健
夫
／

古
俣 

猛
／
藤
井
高
志
／
田
沼
紀
美
子
／
増
子 

勉

　パンダハウス募金ご報告  （森川英治社会奉仕委員長）  4月2日　8,368円 累計225,888円

開会点鐘 丹治正博 会長

国歌斉唱・ロータリーソング「奉仕の理想」
　ソングリーダー 茂田士郎 会員

「四つのテスト」唱和 小林仁一 会員

退会挨拶 岩田尚志 会員

表彰・伝達 
会長挨拶 丹治正博 会長

4月誕生祝い 
食　事
幹事報告 坪井大雄 幹事

各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会
　　ニコニコBOX担当 今井理基夫 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘 丹治正博 会長

例 会 次 第

　

私
は
、
ス
カ
パ
ー
や
Ｂ
Ｓ
放
送

で
欧
米
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
の

試
合
を
観
る
の
が
好
き
で
す
。 

　

現
在
の
状
況
は
、
長
ら
く
続
い

た
タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ズ
の
時
代
が
終

わ
り
、
世
界
ラ
ン
ク
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ロ
ー
リ
ー
マ

キ
ロ
イ
を
中
心
と
す
る
若
手
選
手
の
群
雄
割
拠
の
時

代
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

　

選
手
の
パ
ワ
ー
や
技
術
は
、
レ
ベ
ル
が
高
す
ぎ
て

参
考
に
で
き
な
い
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
メ
ン
タ

ル
面
は
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ゴ
ル

フ
は
、
メ
ン
タ
ル
面
が
か
な
り
影
響
す
る
ス
ポ
ー
ツ

で
、
同
じ
人
が
止
ま
っ
て
い
る
球
を
打
つ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
毎
回
結
果
が
異
な
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

か
か
る
と
プ
ロ
で
も
わ
ず
か
数
十
セ
ン
チ
の
パ
ッ
ト

さ
え
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　

と
く
に
、
四
大
メ
ジ
ャ
ー
大
会
で
あ
る
マ
ス
タ
ー

ズ（
四
月
）、
全
米
オ
ー
プ
ン（
六
月
）、
全
英
オ
ー
プ

ン（
七
月
）、
全
米
プ
ロ（
八
月
）と
も
な
る
と
、
プ
ロ

ゴ
ル
フ
ァ
ー
人
生
を
か
け
た
各
選
手
の
緊
張
感
が
手

に
取
る
よ
う
に
わ
か
り
、
観
て
い
る
私
ま
で
ピ
リ
ピ

リ
と
緊
張
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
当
に
強
い
選
手
は
、
メ
ン

タ
ル
面
を
正
常
に
保
つ
た
め
に
ど
の
よ
う
な
表
情
、

態
度
、間
の
取
り
方
を
す
る
か
、ど
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ

ト
を
選
択
す
る
か
、
ラ
イ
バ
ル
に
ど
う
や
っ
て
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
い
く
か
等
の
点
は
、
観
て
い

て
本
当
に
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
勝
つ
べ

き
人
、
勝
つ
準
備
が
で
き
て
い
る
人
が
勝
ち
、
勝
て

な
い
人
は
、
途
中
ま
で
は
良
く
て
も
、
大
事
な
場
面

に
な
る
と
、
勝
つ
の
が
怖
く
て
自
ら
逃
げ
る
か
の
よ

う
に
勝
ち
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
き
ま
す
。
人
生
の
参

考
に
な
る
な
、
な
ど
と
思
い
な
が
ら
、
い
つ
も
興
味

深
く
観
て
お
り
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
も
メ
ジ
ャ
ー
大
会
の
時
は
寝
不
足
が
続

き
そ
う
で
す
。

私のひとこと 菅野 晴隆 会員

■4月16日（木） 12：30～「辰巳屋」
　・内堀雅雄福島県知事ご挨拶
　・名誉会員バッジ伝達
　・新会員スピーチ
　　クリーンテック株式会社　反後太郎会員
　＊「友」紹介　＊「血圧測定」
■4月23（木） 18：30～「石林」
　「観桜夜間例会」　＊ゴルフコンペ（パーシモンCC）
■4月30（木）→26（日）に変更 10：00～「パルセいいざか」
　「RI第2530地区　地区大会」

例会プログラムのご案内

幹事報告

お知らせ
●本日18：30より4月理事会を開催致します。役員･
理事の皆様宜しくお願い致します。

河田　　亨 会員　　昭和 6年 4月 1日
信国　一朗 会員　　昭和 29年 4月 2日
古俣　　猛 会員　　昭和 36年 4月 3日
北村　清士 会員　　昭和 22年 4月 14日

〜
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

4月
誕生祝い

●米山功労者35回
　メジャードナーの伝達

加藤　義朋 会員

表彰・伝達


